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大阪府下市町村における域内総生産の長期推計
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抄録

地域経済の現状を的確に捉えるためには、客観的な経済統計の利用が欠かせない。なかでも域内総

生産は当該地域の経済活動を包括的に捉えることの出来る経済統計である。しかし大阪府では、大阪

市を除いて府下市町村での域内総生産（市町村 GRP）の推計は行われていない。本稿では、他県で

の推計事例や先行研究を参考に、独自に大阪府下の市町村 GRP の長期推計を行った。推計結果から、

大阪府経済の長期低迷の主因は大阪市であること、大阪市以外では、府北東部の市は停滞している

が、府南部の第二次産業比率の高い市町村が大阪経済を下支えしていたことがわかった。また推計結

果を活用した分析事例として、タイル尺度により地域間格差を計測した。大阪府の地域間格差は、労

働生産性でみると、関西国際空港の開港に伴い急拡大したが、その後は縮小してきていることがわ

かった。

キーワード

大阪府、国民経済計算（SNA）、域内総生産（GRP）、地域間格差、タイル尺度

Long-term Estimated Gross Regional Products of Municipalities

in Osaka Prefecture

Irie, Hiroaki

Abstract
In order to accurately grasp the current state of the regional economy, we need economic 

statistics.　In particular, gross regional product（GRP）is economic statistics that can capture 

comprehensive economic activities in the region.　However, in Osaka Prefecture, an estimate of 

gross regional product of the municipality has not been performed except Osaka City.　In this 

paper, I estimate the long-term gross regional products of municipalities in Osaka Prefecture. 

According to the estimation results, it is found that a long-term downturn in Osaka economy is 

mainly attributed to economic stagnation of Osaka City.　In addition, from the calculation results 

of the Theil index, regional inequality of Osaka Prefecture has been found smaller in recent years.
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１．は じ め に

日本経済は１９９０年のバブル崩壊以降「失われた

２０年」と言われる低成長が長らく続いている。長

期的な停滞は地方部でより深刻である。関西、特

に大阪府では、域内総生産の全国シェアが長期的

に低下し続けている。

こうした地域経済の現状を的確に捉えるために

は、客観的な経済データの利用が欠かせない。な

かでも域内総生産は当該地域の経済活動の規模、

趨勢、産業構造などを包括的・多角的に捉えるこ

とのできる経済データである。国レベルの域内総

生産、すなわち国内総生産（GDP）は「国民経済

計算四半期別 GDP 速報」として、内閣府から３

カ月に一度のペースで速報値が公表されている。

都道府県レベルでも速報性に欠けるものの「県民

経済計算」が全県で作成されている�。しかし市

町村レベルとなる「市町村民経済計算」について

は、統計作成にかかるリソースの限界から、独自

推計を行っている自治体はいくつかの政令指定都

市にとどまっている。

一方で、県が県下の市町村の生産額や所得統計

を作成しているケースはしばしば見受けられる。

筆者が調べた限りでは、４７都道府県中３５の府県で

市町村民経済計算の推計が行われている。近畿圏

では、統計の整備状況に差はあるものの、滋賀県・

京都府・兵庫県・奈良県・和歌山県でいわゆる

「市町村民経済計算」が作成されている。しかし

ながら、大阪府ではこのような推計は行われてい

ない。研究論文として、佐野（２０１４）で直近５年

間分の試算が行われているが、大阪府の長期停滞

の実態を検討するためには、もう少し長期にわた

る推計が必要である。また推計結果をもとにした

追加的な分析は行われていない。

そこで本稿では、他県での推計事例や先行研究

を参考に、大阪府下市町村の域内総生産（市町村 

GRP）の長期推計を行う。さらに推計結果を用い

て、市町村別の経済規模の趨勢、産業構造、格差

の現状などを浮き彫りにする。

本稿の構成は以下の通りである。まず２節にお

いて、市町村 GRP の推計方法について説明する。

３節では、推計の前提となる大阪府経済全体の状

況について概観する。４節では、今回の推計結果

からみた大阪府下市町村経済のポイントを述べる。

５節では、市町村 GRP を用いた分析事例として、

大阪府下市町村における地域間格差を変動係数と

タイル尺度により計測している。６節はまとめと

今後の課題である。

２．市町村 GRP の推計方法

本節では、今回行った大阪府下における市町村 

GRP の作成方法を説明する。

市町村民経済計算の推計は、筆者が調べた限り

では、４７都道府県中３５の府県で行われている。東

京都、神奈川県、大阪府などでは推計が行われて

おらず、総じて経済規模の大きい都府県では推計

が行われていないようである。ただし大阪府では、

府の公式統計としての推計は行われていないが、

佐野（２０１４）が試算を行っている。ただし推計期

間が２００６年度から２０１０年度までの５年分のみに限

られている。本稿では、この佐野（２０１４）の手法

を参考にしながら、同論文で問題となっていた産

業分類や推計方法の調整を行った上で、市町村 GRP 

の長期推計を行う。また兵庫県や京都府など近隣

自治体の推計方法も参考とした。

なお SNA では、域内総生産について生産側、

支出側、分配側の３種類の統計が存在するが、今

回は県民経済計算での推計のベースとなる生産側

についてのみ推計を行った。また、地域別のデフ

レータが利用できないため、名目ベースでの推計

としている。推計期間は、１９９０年度から２０１２年度

までとする。１９９０年度以降としたのは、現在の国

民経済計算の計算体系 ９３SNA で作成された県民

経済計算では、１９９０年度以降までしか遡れないた

めである。また同じ ９３SNA でも平成７年基準、

平成１２年基準、平成１７年基準の３通りの統計が存

在し、データの得られる年次にズレがある。この
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ズレの調整は、入江（２０１４）と同じ手法を用い

た�。

市町村民経済計算の推計方法は、佐野（２０１４）

でも述べられているように、当該地域の産業別の

生産額を積み上げて総生産額を推計する「積み上

げ方式」による推計と、地域の合計値（本稿の場

合では大阪府府内総生産）について産業別に何ら

かの指標により各地域（本稿の場合は府下市町村）

に按分し、これを合算する「按分方式」による推

計がある。ただし積み上げ方式による推計は、地

域データが不足している市町村レベルでは困難で

あり、多くの府県が按分方式により推計を行って

いる。そこで本稿においても按分方式を採用する。

すなわち、大阪府府内総生産を各種統計資料によ

り市町村別に按分し、市町村 GRP を推計する。

按分は、産業別に分割して行う。本推計での産

業分類は、農業、林業、水産業、鉱業、製造業、

建設業、電気・ガス・水道業、卸売・小売業、金

融・保険業、不動産業、運輸・通信業、サービス

業、政府サービス生産者、対家計民間非営利サー

ビス生産者、輸入品に課される税・関税等とした。

この分類は、１９９０年度の県民経済計算の産業分類

に従っている。 新データである２０１２年度版県民

経済計算よりも産業分類は粗くなっている。これ

は、１９９０年度以降の大阪府府内総生産データを産

業別に得る必要があるためである。

先行研究および各府県で按分に用いられている

指標は様々であり、統一的な基準はない。本稿で

の推計に利用した按分指標は、表１に示した通り

である。基本的には佐野（２０１４）と同様に、各年

版の「経済センサス」（旧「事業所・企業統計調査」）

の当該産業の府内従業者数比率をベースとしてい

る�。

 

３．大阪府経済全体の概況

本節では、市町村 GRP の推計の基礎となる大

阪府経済全体の状況について、概観しておく。

図１は、大阪府府内総生産額の規模と国内総生

産に対する全国シェアの推移を示したものである。

大阪府経済は、１９９０年度以降４０兆円前後で推移

していたが、１９９６年度の４１.５兆円をピークとして徐々

に下落が続いている。さらにリーマンショック後

の２００９年度に大幅に落ち込んだあとは、低水準の

まま推移しており、２０１２年度の大阪府の府内総生

産は、３６.８兆円となっている。ピーク時の水準を

１００とすると、２０１２年度のそれは８８.８となり、１
　

 割
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表１　推計に用いた按分指標

按分指標（各市町村の大阪府シェア）推計対象項目

農業産出額（農林水産省「生産農業所得統計累年統計」）
販売農家世帯員（農林水産省「世界農林業センサス」）

農業

森林資源面積（大阪府「大阪府統計年鑑」）林業

漁獲量（大阪府「大阪府統計年鑑」、農林水産省「海面
漁業生産統計調査」）

水産業

従業者数（総務省「経済センサス」）鉱業

製造品出荷額（大阪府「大阪府統計年鑑」、経済産業省
「工業統計調査」）

製造業

工事費予定額（国土交通省「建築着工統計」）建設業

従業者数（総務省「経済センサス」）電気・ガス・水道業

商品販売額（大阪府「大阪府統計年鑑」、総務省・経済
産業省「平成２４年経済センサス」、経済産業省「商業統
計調査」）

卸売小売業

従業者数（総務省「経済センサス」）金融・保険業

家屋決定価格（大阪府「大阪府統計年鑑」）不動産業

従業者数（総務省「経済センサス」）運輸・通信業

従業者数（総務省「経済センサス」）サービス菓

従業者数（総務省「経済センサス」）政府サービス生産者

従業者数（総務省「経済センサス」）対家計民間非営利サービス生産者

総生産額の小計輸入品に課される税・関税等

（出所）大阪府『大阪府民経済計算』

図１　府内総生産と全国シェアの推移



以上の下落となっている。なお、全国の名目 GDP 

をみると、直近のピークは１９９７年度の５２１.３兆円で

ある。２０１２年度は同４７４.５兆円であるから、前掲の

大阪府と同様にピーク時の水準を１００とすると、２０１２

年度の水準は９１.０となる。すなわち、全国よりも

大阪府ではピーク時からの落ち込み幅が大きいこ

とになる。

全国経済（GDP）に占めるシェアをみると、１９９０

年代前半は８％台を維持していたが、徐々に下落

し、２０００年度以降はおよそ７％台後半で推移して

いる。２０１２年度の大阪府の全国シェアは約７.７％で

ある。

次に産業構造を見てみよう。２０１２年度の大阪府

における第一次産業の生産額は３９５億円、第二次

産業は６兆５,１７９億円、第三次産業は２９兆８,１５０億

円となっている。シェアにすると、第一次産業０.１％、

第二次産業１７.９％、第三次産業８２.０％となる。国

内総生産の産業シェアはそれぞれ１.２％、２４.２％、

７４.６％であり、大阪府では相対的に第三次産業の

シェアが大きくなっていることがわかる。

また図２は、１９９０年度以降について大阪府と全

国の第２次産業シェアの推移を示したものである。

大阪府の１９９０年度の第二次産業のシェアは２９.４％

で、一貫して下落が続いている。全国の第二次産

業シェアも下落が続いているが、水準は大阪府の

方が常に下回って推移している。また第二次産業

シェアの下落と対照的に、第三次産業のシェアは

１９９０年度の７０.４％から上昇し続けており、経済のサー

ビス化が進んでいる。第三次産業の内訳について、

推計に用いる産業分類別にみると、サービス業（２０１２

年度の生産額は９.６兆円）が も多く、卸売・小売

業（同６.４兆円）、不動産業（同５.３兆円）が続いて

いる。第一次産業のシェアは０.１％と低い水準のま

ま変わっていない。

 

４．市町村 GRP の推計結果

２節で述べた推計方法を用いて、大阪府下の各

市町村 GRP の推計を行った。なお大阪市では独

自に市民経済計算を作成しているが、今回の推計

ではこれを用いず、他の市町村と同じ形で独自に

推計を行った。また堺市では、２００５年２月に美原

町を編入合併した�。この点について、今回の推

計では簡便化のため、推計開始年度の１９９０年度か

らすでに編入合併していたものとして、堺市と美

原町を合算して処理している。

以下、市町村 GRP の推計結果からみた市町村

経済のポイントを述べる。推計結果の詳細を全て

掲載することは紙幅の都合上できないが、後掲の

付表に、２０１２年度の産業別生産額を市町村別に示

した（付表１）。また１９９０年度以降５年ごとと

新年度の２０１２年度の各市町村 GRP も示した（付

表２）。

図３は、２０１２年度の各市町村 GRP の規模を比

較したものである。 も経済規模が大きいのは大

阪市で、１９.０兆円と大阪府内総生産３６.８兆円の約

半分超を占めている。大阪府全体に占める大阪市

の経済規模のシェアは１９９０年度以降大きく変わっ

ていない。大阪市に次ぐのは堺市の３.１兆円で、以

下東大阪市（１.６兆円）、吹田市（１.２兆円）と続く。

市町村 GRP が１兆円を超えているのは以上４市

のみである。これら上位４市の経済規模の順位は、

１９９０年度以降変わっていない。

―　　―４
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（出所）内閣府『国民経済計算』・大阪府『大阪府民経済計算』

図２　第二次産業シェアの推移（大阪府・全国）



次に、時系列での変化を見てみよう。図４は、

大阪府内総生産のピークとなった１９９６年度の各市

町村 GRP を１００として、２０１２年度の各市町村 GRP 

の水準を比較したものである。前節でみたように、

大阪府全体ではピーク時（１９９６年度）の府内総生

産額を１００とすると、２０１２年度は８８.８にまで落ち込

んでいた。市町村別にみると、 も経済規模の大

きい大阪市では８５.９と大阪府全体の落ち込みより

も大きくなっており、大阪府経済停滞の主因となっ

ている。一方、府下第二の都市である堺市は、１０７.０

と大阪府経済を下支えしている。このほかにも高

石市や池田市など１０の市町村では１００を上回って

いる。１９９６年度と比較して増加あるいはほぼ横ば

いとなっているのは、高石市だけでなく千早赤阪

村、大阪狭山市、和泉市、貝塚市など、大阪府の

中でも南部に位置している市町村が目立っている。

表２は、１９９６年度から２０１２年度にかけての変化に

ついて、大阪府全体に対する各市町村の寄与度の

上位１０団体と下位１０団体を示したものである。こ

れをみると、上位団体すなわち大阪府経済を下支

えしたのは、堺市を筆頭に、高石市や和泉市、貝

塚市など大阪府南部の市町村が多い。一方大阪府

経済の低迷の要因となったのは、大阪市の影響が

きわめて大きい。大阪府以外に成長の抑制要因と

なったのは東大阪市、茨木市、守口市など大阪府

北東部の市が目立つ。

このように市町村によって経済成長のパスが大

きく異なっているのは、何が要因であろうか。ひ

―　　―５
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（注）大阪市はスケールの違いから視認性を配慮して除いてい

る。単位は１０億円。

（出所）筆者作成

図３　大阪府下市町村 GRP の推計結果

（注）１９９６年度の値を１００として２０１２年度の GDP を指標化。

（出所）筆者作成

図４　大阪府下市町村 GRP の時系列変化

表２　大阪府経済に対する寄与度の上位下位団体

下位１０団体上位１０団体

－０.１９大東市０.４９堺市

－０.２２枚方市０.２５高石市

－０.２６寝屋川市０.１０池田市

－０.３０八尾市０.０９和泉市

－０.３３門真市０.０５貝塚市

－０.３４高槻市０.０３泉南市

－０.４３守口市０.０３大阪狭山市

－０.４７茨木市０.００千早赤阪村

－０.６２東大阪市０.００熊取町

－７.４９大阪市０.００河南町

（出所）筆者作成



とつの要因として、産業構造の違いが考えられる。

図５は、産業構造の違いを見るために、第二次産

業比率を高い順から並べた図である。第二次産業

比率が高い市を上位から並べると、高石市、池田

市、柏原市、千早赤阪村、八尾市、堺市となって

いる。これらの市村では第二次産業比率が４０％を

超えている。一方第二次産業比率が低いのは、豊

能町、大阪市、田尻町、箕面市、能勢町、豊中市

となっており、大阪市と田尻町を除くと大阪府北

部の住宅地地域が目立つ結果となっている。第二

次産業比率の高い市村では、図４の時系列変化で

高い伸びを示していた地域と共通しているように

見受けられる。それらとは対照的に、第二次産業

比率の低い大阪市では、ピーク時からの落ち込み

が続いている。このことから、２０００年代以降の大

阪府経済は、大阪市の周辺部地域における製造業

が下支えとなっていたことが示唆される。

５．分析事例：市町村間格差の検証

次に本節では、市町村 GRP の推計結果を用い

た分析事例として、市町村間の格差について検討

してみよう。

地域間格差については、一人当たり県民所得や

労働生産性など様々な捉え方がある�。本稿では、

所得側からみた市町村 GRP 統計の推計を行って

いないため、市町村 GRP を従業者数で除して得

られる労働生産性を用いて格差を計測する。図６

は、従業者数一人当たり市町村 GRP の変動係数

の推移を示したものである。変動係数は、標準偏

差を平均値で除して求められ、データのバラツキ

を示す。これによると、１９９０年代前半は安定して

いたが、１９９５年度以降に急上昇し、その後２０００年

度以降は再び減少に転じていることがわかる。

１９９５年度以降に格差が急拡大しているのは、関西

国際空港の開港に伴い、泉佐野市・田尻町・泉南

市の労働生産性が急上昇したことによると考えら

れる。またその後の下落は、大阪府下の多くの地

域で従業者数が減少し、他の市町村の労働生産性

が相対的に上昇したためである。

図６から、府下市町村間で格差が縮小してきて

いることがわかったが、以下ではタイルのエント

ロピー尺度（以下ではタイル尺度と呼ぶ）を用い

て、府下市町村を地域別に分解し、格差の要因を

詳細に検討する。タイル尺度は、ある集団内の不

平等度をその構成要素ごとの不平等度の和に分解
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（出所）筆者作成

図５　大阪府下市町村の第二次産業比率
（出所）筆者作成

図６　従業者数一人当たり市町村 GRP の
変動係数



できるという点が特徴である。タイル尺度を用い

た分析として、高林（２００５）がある。この論文で

は、１９９８年度の大阪府下市町村における市町村民

税と固定資産税の普遍性について分析が行われて

いる。ただし計測は一時点のみであり、時系列で

見た推移については言及されていない。そこで以

下では、労働生産性によりタイル尺度を計算し、

高林（２００５）の結果と比較したうえで、格差の縮

小要因について検証する。

まずタイル尺度の計算方法について述べておく�。

ある変数のベクトル についてタ

イル尺度は次のように定義される。 はサンプル

数を示す。

 

ただし

 

このとき、タイル尺度 は小さいほど格差が小

さいことを示す。

次に、全体を２つのグループに分けた場合のタ

イル尺度の寄与度分解を考える。ある変数 に 

関 す る 集 合 に つ い て、各 

変数を全体のシェアとして定義し直した集合を 

   とする。この集合を次の２つ

のサブグループに分類する。

 

 

各グループのサンプル数は 個と 個であ

る。このときグループ 、グループ の平均値

をそれぞれ 、 とすると、各グループのタイ

ル尺度は次のように表せる。

 

 

また全サンプルに関するタイル尺度 は平均

値を とすると次のように展開することができる。

 

この式は、各グループのタイル尺度を用いると

次のように書き換えられる。

 

ただし

 

である。この式は、グループ 、 がそれぞ

れすべて同じ値 、 （各グループの平均値）

を持つ要素から構成されていることを仮定した場

合の全体のタイル尺度であり、いわばグループ間

の不平等度を表すものである。すなわち、全サン

プルのタイル尺度は、各グループのタイル尺度に

ウェイトを乗じたものと、グループ間の不平等度

を表すタイル尺度の和の形となっており、それぞ

れを全体のタイル尺度に対する寄与度とみること

ができる。

以上の計算式に基づき、大阪府下市町村の労働

生産性のタイル尺度について、地域別要因分解を

行う。地域区分は、鉄道沿線別に分割した高林

（２００５）と同じとする。鉄道沿線は生活圏を形成

し、地理的・経済的性格が似通っていると考えら

れるためである。具体的には以下の７地域である。

①　大阪市

②　関西線・近鉄線沿線地域：八尾市、富田林市、

松原市、柏原市、羽曳野市、藤井寺市、東大阪

市、太子町、河南町、千早赤阪村

③　阪和線・南海線沿線北地域：堺市、泉大津市、

河内長野市、和泉市、高石市、大阪狭山市

④　阪和線・南海線沿線南地域：岸和田市、貝塚

市、泉佐野市、泉南市、阪南市、忠岡町、熊取

町、田尻町、岬町

⑤　学研都市線・京阪線沿線地域：守口市、枚方

市、寝屋川市、大東市、門真市、四條畷市、交

野市
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⑥　JR 京都線・阪急京都線沿線地域：吹田市、

高槻市、茨木市、摂津市、島本町

⑦　阪急宝塚沿線地域：豊中市、池田市、箕面市、

豊能町、能勢町

また計測年度は高林（２００５）と同じ１９９８年度と、

データの 新年度の２０１２年度、その中間の２００５年

度の３時点とした。表３は計測結果をまとめたも

のである。

全体のタイル尺度の推移をみると、１９９８年度の

０.１５４９から２００５年度０.１３５５、２０１２年度０.１０２７と減少

してきており、変動係数と同じく格差が縮小して

きていることがわかる。１９９８年度におけるタイル

尺度に対する寄与度をみると、阪和線・南海線沿

線南部地域と、７地域間の格差の寄与度が大きい

結果となっている。これは、高林（２００５）と共通

した結果である。また、その後のタイル尺度の低

下は、阪和線・南海線沿線南部地域で格差が縮小

したことによる影響が大きい。また７地域間の格

差も小さくなっている。一方で、阪和線・南海線

沿線の北部地域では、地域内のタイル尺度が上昇

している。阪和線・南海線沿線における格差の変

化については、２０００年代に「パネルベイ」として

大阪湾岸で実施された大型設備投資が影響してい

ると予想される。

６．む　す　び

本稿では、他県での推計事例や先行研究を参考

に、独自に大阪府下市町村における域内総生産の

長期推計を行った。推計結果から、大阪府経済の

長期低迷の主因は大阪市であること、大阪市以外

では、府北東部の市は停滞しているが、府南部の

第二次産業比率の高い市町村が大阪経済を下支え

していたことがわかった。また推計結果を活用し

た分析事例として、タイル尺度により地域間格差

を計測した。大阪府の地域間格差は、労働生産性

でみると、関西国際空港の開港に伴い急拡大した

が、その後縮小してきていること、また府南部で

格差の構造に変化が見られることがわかった。

後に今後の課題をあげてむすびとする。第一

に、推計段階における産業分類の細分化である。

今回の推計では、県内総生産を１５部門に分割して

推計を行っている。特に製造業はさまざまな業種

があるが、これを一本化して推計している。しか

し大阪府の製造業は、地域によって主要な生産品

目が異なることから、製造業だけでも細分化する

ことができれば、各市町村経済の性格をより精細

に描写できよう。また製造業以外の部門について

も、細分化できれば按分指標により適切なデータ

を用いることができる。第二は、分配項目や支出

項目への展開である。多くの府県では分配項目の

推計も行われており、特に兵庫県では支出項目に

ついても試算されている。今回５節では労働生産

性を用いて地域間格差を検討したが、格差の実態

としては一人当たり県民所得を用いられることが

多く、所得面からのアプローチも行う必要がある

と考えられる。第三は、産業構造が各地域各市町

村でどのように変遷してきたか、特に大阪市の経
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表３　タイル尺度の地域別要因分解

２０１２年度２００５年度１９９８年度地域名

０００大阪市

地
域
別
タ
イ
ル
尺
度

０.０２６３０.０２６２０.０２４４関西線・近鉄線沿線

０.１２１１０.０９２４０.０５２７阪和線・南海線沿線（北）

０.１３７７０.２６１７０.３０３０阪和線・南海線沿線（南）

０.０２６９０.０５１５０.０４２５学研都市線・京阪線沿線

０.０３７１０.０１５５０.０２０１JR 京都線・阪急京都線

０.０８４５０.０６６７０.０５８８阪急宝塚線沿線

０.０５７４０.０５８００.０５７０大阪市

地
域
別
ウ
ェ
イ
ト

０.１９５４０.１８４００.１７７５関西線・近鉄線沿線

０.１６７９０.１４７８０.１３４４阪和線・南海線沿線（北）

０.２３１３０.２５６９０.２８３７阪和線・南海線沿線（南）

０.１３６００.１４４４０.１３６３学研都市線・京阪線沿線

０.１１８４０.１２３５０.１２７４JR 京都線・阪急京都線

０.０９３７０.０８５５０.０８３８阪急宝塚線沿線

０００大阪市

地
域
別
寄
与
度

０.００５１０.００４８０.００４３関西線・近鉄線沿線

０.０２０３０.０１３６０.００７１阪和線・南海線沿線（北）

０.０３１８０.０６７２０.０８６０阪和線・南海線沿線（南）

０.００３７０.００７４０.００５８学研都市線・京阪線沿線

０.００４４０.００１９０.００２６JR 京都線・阪急京都線

０.００７９０.００５７０.００４９阪急宝塚線沿線

０.０２９４０.０３４８０.０４４３地域間

０.１０２７０.１３５５０.１５４９合計（全体のタイル尺度）

（出所）筆者作成



済低迷の要因について産業別に寄与をみる等、今

回の推計を活かした追加的な分析を行うことであ

る。今回の推計を拡張し、大阪府経済の長期停滞

の要因について、地域別および産業別の詳細な検

討を行っていきたいと考えている。
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（注）

�　「県民経済計算」は、県によって公表時期に差がある

ものの、全県が出揃うまでにおよそ２年のラグを伴う。

たとえば２０１５年９月時点では、２０１２年度県民経済計算

が 新のデータとなる。この点について小川・稲田

（２０１３）では、主成分分析を活用した県内 GDP の早期

推計が行われている。また兵庫県のように、県民経済

計算の四半期速報値を公表している例もある。

�　平成１２年基準から同１７年基準に変更された際には、金

融機関の総生産の計測方法が FISIM に改められるな

ど、基準変更には概念や推計方法の変更を伴う。した

がって本稿での接続方法は、簡易的な接続である。

�　製造業の按分指標としては、粗付加価値額が適切と考

えられるが、秘匿値や負値が存在することから、今回

は採用しなかった。

�　大阪府下では、１９９０年度以降に実施された唯一の市町

村合併の事例である。この編入合併により堺市の人口

は８０万人を超え、２００６年度から堺市は政令指定都市に

移行した。

�　梶（２００６）を参照。

�　高林（２００５）を参照。
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―　　―１１

入江：大阪府下市町村における域内総生産の長期推計

付表２　２０１２年度の市町村 GRP（単位１００万円）

２０１２２０１０２００５２０００１９９５１９９０年度

１８,９８９,８５７１８,５１３,３７８２０,３５３,４４４２０,６４４,１５２２１,３９９,７６７２０,６０３,７２８大阪市

３,１１０,７１１３,０７６,１２７２,９４７,７９４２,８２２,１１５２,８５３,７３３２,７６０,７４２堺市

４７３,５７７４８８,１１７５３５,８１２５２９,９３０５４４,２６３５４４,３６０岸和田市

９９７,９４３１,０１２,０７２１,０２８,８５９１,０００,３７３１,０４５,７０６９９９,６０３豊中市

４０９,２２４３２０,４０９３７４,０６１４０９,４２９３９５,５２７４０８,７７６池田市

１,１５０,３０７１,２０２,６８８１,２１２,３２８１,１６７,７８９１,１５３,９６４１,０７４,６０６吹田市

２２９,７２２２３９,５７０２４８,９１２２５２,７４１２５５,７５９２４０,３２９泉大津市

８０５,５５１８２４,１７７８７８,５３３９０６,６９１９４０,９５２８４９,００７高槻市

２６１,９９５２６６,４６６２４４,１８０２３６,２０３２３１,９６６２２３,６３１貝塚市

３９３,９２５４３５,６９０４８９,９８４５５５,２７１５５７,３２５５２４,４９０守口市

９８８,４８５１,０３４,７５０１,０７１,９２５１,０１１,３１２１,０３８,６５５１,０１０,５２４枚方市

８９１,９０８９４７,７９３１,０２９,０９２１,００２,３２５１,０４８,７２２９２５,３５４茨木市

９０５,７１３９２９,１３６９７０,８２５１,００８,８３５１,０１７,６１２９５６,９３９八尾市

３９６,５６５３９６,５８７４０９,６８０４３１,４１７３９０,３９３３２２,３７４泉佐野市

２４７,４６５２５７,１７２２７１,８０８２７０,８９５２５９,８２２２２２,８８９富田林市

４７２,８２７４９４,４５８５１６,９２８５２９,６８８５８４,８０１５５４,６７０寝屋川市

１９７,８０４１９８,００７２１０,４９０２１４,１３１２２０,０６６１９１,５０８河内長野市

２７１,３７７２８４,３４５２８７,１２２２９１,８０７３０９,５６３２６６,９９１松原市

３５８,２８２３４６,２７２４６８,９６４４５７,９６１４２９,５９７４３３,５８９大東市

４２０,３２５４１８,１６５４００,９９８３８７,７６８３５５,４５０３２８,０６５和泉市

２９７,７７７３０６,２１５３１０,８６５２９９,０１２２９５,４０３２８０,０５９箕面市

２０１,５８８２０６,４６０２１７,８７３２００,８４０２１９,００８２２４,５７０柏原市

２４８,０００２４６,０２７２５５,００２２７０,９９４２５９,３９０２３８,７１７羽曳野市

４３６,３１４５８７,７７９５９３,９５４５５０,６７４５８３,１３７６２７,４６０門真市

３８２,５１７３６８,９０４３９２,６０４４２１,４８０４４３,６７７４０８,５０１摂津市

４３６,０４３４２５,４３２３８８,８７５３３１,７８５３２６,１９４３３６,６５７高石市

１５５,４６６１５２,３５５１５３,８４１１５５,３１４１５３,９００１４２,５０４藤井寺市

１,６４２,５７１１,６６２,２１０１,８１２,４２７１,８１１,３５７１,８７５,１６７１,９１３,０５３東大阪市

１８１,７７２１７８,４５２１７８,６８７１７０,７４６１５０,８９５１２４,６５７泉南市

９８,７１８１００,１６９１０５,０９７１００,４８５１０３,９０１８７,９７８四條畷市

１３６,２８０１４２,３０３１４４,８８２１３７,０２６１３４,８８４１１５,１５２交野市

１４９,８８５１５４,３１２１４５,８４１１３６,８２７１３１,２６０１２０,４１９大阪狭山市

８８,６６３９０,４９２９２,６８１９２,８６１９２,２８８７５,３５９阪南市

６０,０４２６４,２９５８９,７６２１０１,０４５９９,３８４７９,５１３島本町

２１,１４２２３,３９７２４,１９５２６,３５０２８,１５９２３,４３８豊能町

２６,０８２２７,４１４２９,６７１３２,８１３２８,０３９２６,５７７能勢町

５１,１２５５４,２１１６３,６７８７１,８８３８１,４０７７６,８５５忠岡町

８４,９０１９１,９５０８２,１４７７７,９３０７９,２８８５２,９０３熊取町

６８,４７３７４,５３８９３,７０３１０１,２２１８０,６１５５０,２９４田尻町

３１,８６１３１,８０５３５,８０６５３,３７７５８,９２０７１,４１６岬町

２０,７８０２１,８４５２３,２８８２４,１９７２０,７９１１７,５０４太子町

３２,７０８３２,２４１３３,２８１３４,８４６３０,０５９２８,２４４河南町

１６,７７３１５,７０２１６,４６４１５,３０２１４,７０４１１,７８６千早赤阪村

３６,８４３,０４５３６,７４３,８８９３９,２３６,３６４３９,３４９,２００４０,３２４,１１２３８,５７５,７９０計


